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山崎断層系は岡山県美作市から兵庫県三木市にかけて北西-南東方向に延長80km以上にわたって
のびる西南日本を代表する活断層系である．北西から大原断層，土万断層，安富断層，暮坂峠断
層，琵琶甲断層，三木断層の各断層から構成されている(活断層研究会, 1991)．これらは活動時
期の違いから北西部(大原断層，土万断層，安富断層，暮坂峠断層)と南東部(琵琶甲断層，三木断
層)に区分されている．本研究をおこなった安富断層・暮坂峠断層は，両者ともに確実度Ⅰ，活
動度Bの断層である(岡田,東郷, 2000)．
 山崎断層系では多くの微小地震が発生している（渋谷,2004），また，歴史的にも868年に播磨
地震(M=7.1)が発生したと報告されている（岡田ほか，1987）．地震調査研究推進本部(2010)
は，山崎断層北西部ではマグニチュード7.7程度の，南東部ではマグニチュード7.3程度の地震が
発生する可能性があり，今後30年間に地震が発生する確率は北西部で0.09～18％であり，我が国
の主な活断層の中ではやや高いグループに，南東部は確率が0.03～5％で，確率が高いグループ
に属すると報告している．
 地殻比抵抗研究グループ(ERGAF)は，世界に先駆けて，活断層に沿って顕著な低比抵抗帯が
存在することを，山崎断層系安富断層において発見した(ERGAF, 1982)．引き続いて，Handa・
Sumitomo (1985)は，シューマン共振周波数帯（8-40Hz）の自然電磁気信号を用いたMT探査を
行い，約6kmの幅広い低比抵抗領域が断層に沿って存在することを見いだした．しかし，詳細な
比抵抗構造は未だ不明である．また，Yamaguchi et al. (2010)は，安富断層の西に隣接する土万
断層においてAMT探査を行い，活断層に沿う顕著な低比抵抗帯に加えて，断層の南側に断層面
に接するような顕著な低比抵抗領域（深さ1-2km）を見いだした．このような低比抵抗領域は土
万断層に特有な存在なのか，それとも山崎断層系に共通する構造であるのかは興味深い問題であ
る．
 安富・暮坂峠断層の観測は2009年3月8－13日に，MTU-5Aシステム（Phoenix Geophysics,
Canada）を使用し，14地点で磁場３成分と電場２成分を測定した．電場・磁場の測定は人工的
電磁気ノイズが少ない夜間（18時から翌朝９時頃）におこなった．Remote reference法(Gamble
et al., 1979)を用いて10,400～数Hzの帯域のMT応答関数を求めた．さらに，Phase Tensor法
（Caldwell et al., 2004）を用いて，dimensionalityを示す指標（β）が十分小さいことを確認し
た後に，regional strikeをE-Wと求めた．TE,TM両モードの見かけ比抵抗値と位相差を元に，
Ogawa et al. (1996)のコードを用いて比抵抗構造モデルを決定した．



 比抵抗モデルは、２つの顕著な低比抵抗領域(C1,C2)，１つのやや低比抵抗な領域(C3)および
１つの顕著な高比抵抗領域（R1）で特徴づけられる．
領域C1：安富断層の北側に位置する100Ωmより低い領域である．この領域は北に傾斜し，断層
に近い南側の上面深度は約1kmであるが，断層から3km離れたところでは約2kmとなる．
領域C2：暮坂峠断層の南側に断層と接するように存在する低比抵抗領域（<100Ωm）である．
この領域は深さ1.2-1.6kmに位置し，約1.6kmの巾を持つ．上，下面ともにほぼ水平である
領域C3：暮坂峠断層の北側から安富断層の北約2km付近の表層部～深さ約1kmに広がり，100-32
0Ωmの比抵抗値を示す．
領域R1：暮坂峠断層の南側に分布する高比抵抗領域（＞5000Ωm）であり，深さ0.4～1.6kmに
位置する．
 本発表では，AMT探査，比抵抗モデルの詳細を述べるとともに，地下比抵抗構造の意味する
ところについても言及する予定である
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